
（メーカー名　五十音順）

No メーカー名 先進設備・システム名 型番（※）

1 株式会社アーステクニカ 砕石・砂利生産設備/ZIコーン ZI-■■■■

2 イーグル工業株式会社 油圧エネルギー回生装置 HyBEKSTER 油圧エネルギー回生装置 HyBEKSTER

3 株式会社Ｅサーモジェンテック 熱電発電チューブ・ユニット S2-Cシリーズ

4 合同会社海と緑の技術研究舎 船舶用　超音波防汚装置 UAF-401

5 株式会社Ｈ2&ＤＸ社会研究所 水素直火コンロ GL-100-03

6 株式会社Ｈ2&ＤＸ社会研究所 水素鍋釜コンロ NK-100-01

7 株式会社Ｈ2&ＤＸ社会研究所 水素炙りバーナー AB-100

8 エムエス機器株式会社 半導体製造用チラーユニット ThermoRack 1201、1801、2801、3000、5000

9 エレクトロラックス・プロフェッショナル株式会社 業務用ガス式乾燥機 TD6-30 G

10 エレクトロラックス・プロフェッショナル株式会社 業務用ヒートポンプ式乾燥機 TD6-□□ HP

11 エレクトロラックス・プロフェッショナル株式会社 業務用蒸気式洗濯機 WH6-□□ DS CV

12 エレクトロラックス・プロフェッショナル株式会社 業務用電気式洗濯機 WH6-□□ E CV

13 川崎重工業株式会社
PUC85Dガスタービンコージェネレーションシステ
ム

PUC85D

14 ジャパンプラント株式会社
無圧開放型温水・温風ボイラー (非化石燃料ボ
イラー）　EGシリーズ

EG-25型　　※EG-10～80型のラインナップ有

15 シンポ株式会社 水素式無煙ロースター HSR

16 住友重機械工業株式会社 幅広い性状の燃料に対応可能なストーカボイラ ストーカボイラ

17 ダニエリエンジニアリングジャパン株式会社 Q-ONE (次世代型交流電気炉用電源システム) Q-ONE

18 中外炉工業株式会社 火炎長可変高効率リジェネ加熱炉 －

19 中外炉工業株式会社
EBC3(Easy & Eco Burner Control System 
Cube）搭載バーナ燃焼システム

EBC3+HMG-■■■ 、EBC3+SLNG-■■■K (■■
■は燃焼量kWを示す)

20 ＤＯＷＡサーモテック株式会社 真空浸炭炉 V-TKM

21 ＤＯＷＡサーモテック株式会社 真空浸炭炉 Z-TKM

22 パーカー熱処理工業株式会社 真空浸炭熱処理設備 ICBP FLEX(フレックス）

23 パーカー熱処理工業株式会社 真空浸炭熱処理設備 ICBP NANO(ナノ）

24 パーカー熱処理工業株式会社 真空浸炭熱処理設備 ICBP ECO(エコ）

25 パーカー熱処理工業株式会社 雰囲気制御式ガス窒化炉 PCGNe

26 パーカー熱処理工業株式会社 メッシュベルト式連続オーステンパー炉 AT-200-GGE

27 株式会社日阪製作所
中温水による製品熱回収式レトルト殺菌装置、
医薬滅菌装置

RCS-■/■■■M,GPS-■/■■■M

28 株式会社日阪製作所 プレート式蒸気圧縮濃縮装置（MVR型） VEV-■-■■-■■■

29 株式会社フジシール 環境配慮型・省エネルギー対応トンネル DST-■■■■V

30 ＰｒｉｍｅｔａｌｓＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓＪａｐａｎ株式会社
二次集塵システム用静的冷却設備スタティック
クーラ

静的冷却設備スタティッククーラ
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31 株式会社ＢＥＳ ＢＥＳバイオガスプラントシステム －

32 株式会社宮本工業所 個別アルミ溶解保持炉（水素） ■MF-■■■

33 メトロ電気工業株式会社 反射板内蔵一体型ユニット　「ミラヒーター」 DMP-1500/2000/2500―774/825/900

34 モビリティエナジーサーキュレーション株式会社 定置用超小型バイナリー発電システム MMB-14A　　MMB-15A

35
株式会社ユージックインターナショナル／株式会
社グローバルボウリング&エンターテイメント／株
式会社Ｄ＆Ｓ／株式会社ハイ・スポーツ社

ボウリング場設備　２４Vストリングピンセッター GBK1000 - 24Volt String Pinsetter

36 ラブ・フォレスト株式会社 バイオマスボイラ ECO-HK ■■■

　※同一の製品・システムにおいて、仕様の違い等で型番が一部異なる場合は、その異なる文字列を「■」等で表記しています。
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